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調査日　群馬県森林組合連合会共販所　6月3日

　今日は台風６号が来ている。　やっと6月になったばかりと言うのに、上陸するかもしれない程

の勢いで、被害が出ている地方もある様だ。　季節の前倒しが常態化して居る。

しかし原木市場の方は未だ虫害が見えない。　暑い日もありそんな日はさすがに虫も動き出すだろうと

思うのだが、振れ幅の大きい陽気のせいで、曇りになれば温度が下がり雨でも降れば寒いくらいだ。

買い方の人たちも　「まだ虫は動いていない。珍しいが有難い。」　と言っているので、やはり私だけの

感触ではない様だ。　雨が少ない事も良い方に働いているのだろう。

　市の様子は、今日は珍しく買い方がしばらくの間居残ったので色々な話を聞けた。

やはり合板や集成材は品不足になり、無垢の人工乾燥の柱材が求められているそうだ。　合板の

代わりとしては、野地板の注文まである様だ。　今時　野地板など挽いている工場などほとんど無い。

野地板を挽く機械は横バンドソウと言い、普通の製材機では上下に付いたリムにバンドソウ(帯鋸)を

掛けて上から下に向けて走る鋸で引く訳だが。横バンドソウはこれが横に回っている。

この鋸は製材して切り落とした側板の部分をテーブルの上を滑らせて横に薄く挽くことができる。

丁度　ウナギをまな板の上で頭から尾の方まで裂く所をイメージして貰えばよい。　この時　側板の形状で

様々な巾の板が採れるが、”耳刷り”と言って3寸～７寸位に幅をそろえて切り落とす。　ここからが

野地板の特徴的な所で、同じ巾の板を揃えて束ねる訳だが、６寸巾なら10枚で１束　５寸巾なら12枚

で１束というように１坪単位で束ねられ、注文も「野地板を○○坪」と言う様に巾に関係なく坪単位で

売買される。　　今では屋根の下地も壁も1.8×0.9の合板を一枚貼れば済んでしまうし、強度も出る。　

昔は接着剤の溶剤で”シックハウス”と言う問題もあったが、それも今はクリアしている。　もう昔ながらの

野地板など使う事も無いと思っていたが、合板メーカーからは品不足の為、見積書も出て来ないと言う

事態に至って久しぶりに”野地板”という言葉を聞いた。　

　しかし今の品不足は本当に品不足なのか？　今日はその正体の一端を垣間見た気がした。

製材工場で使うオイル類も入手しずらくなっていて、注文しても中々入ってこない。入手できたとしても

注文した量の半分だけ　という事があって、それならば2倍の量を発注しておこう。　すると本当に２倍

の量が入荷したりする。　油圧の作動油などはドラム缶での取引で１本買っちゃったら何年分になるやら

と言った具合。　製材品を束ねる樹脂のバンドなどもなかなか手に入らず、やっと入荷した物を見たら

「戦争に関係のない産油国製でいつでも手に入る物だった。」と言った例もある。

　全ての品物がそうだとは言えまいが、物の流通経路が大混乱を起こしていると言えそうだ。

もし本当に接着剤が不足していれば、わが国であれば間もなく代替製品が登場するだろう。

もちろんJASの認定を受ける必要があるし、工業製品であるからJISの認定も必要だろうが、今まで日本の

産業はそうやって自力で危機を克服してきたと思う。　国産接着剤も本当に必要があれば、いずれ誕生

するであろうが、その前に混乱している物の流通が整理されれば、いずれは落ち着いて来るであろう。

その時本当に足りないものは何かが見えてくる。　いま物流の混乱の中で先行の不安が原因で滞留

している物が有れば、そこからの連鎖で更に混乱する。このつかえが流れれば随分判り易くなるだろう。

　市の内容について報告しなければならない。

県森連の市は相変わらず出荷量が少ないが、出品内容は4.0ｍが多くなっている。

3.0ｍの物件は柱材が2件　と太物が2件だけだった。　柱材だけを買う県産材加工協同組合は完全に

トーンダウンしている様で、入札はしていた様だが今回落札は無かった。　

　今日の買い方の話などで、虫害を警戒している事も見えたが、それを物ともしない位に人気が有ったのは

4.0ｍ　の中目材である。落札価格を見ても、相当な競争があった事がうかがえる。3.0ｍ材と明暗を分けた。

荷降ろし場へ降りている材を見ると、全部　4.0m　に伐ってある。　3.0mが失速気味なのは承知している様

だが、全て4.0ｍで良い訳では無い。　買い方が良く言う事だが　「森林組合は材積しか見ていない

使われ方を考えずに生産される商品など、森林組合の丸太ぐらいだ。」　まぁ組合ばかりでも無いのだが・・



調査日　素材生産協同組合　6月8日

  　とうとう梅雨に入った。　先週県森連の市で「今年の虫害の発生が遅いのは雨が少なかった

せいもある。」　と話したばかりだったのに、これからしばらくの天気は雨模様との事だ。　　とは言え

今の所は温度が低い分、一気に虫害が進むこともないだろう。

　　素生協の市場は、国有林材が出始めた。　今は国有林材は完全に３.０m材に偏っている。

昨年度末の様な、売れ筋に敏感な造材とはガラリと変わっている。　公務員は年度が替われば

移動が有る。　どうやら担当者が変わった様だ。　今回の市も3.0ｍ一辺倒で、１５３　㎥　中で６４　㎥　が

　２８㎝～４６㎝の太物であった。　これらは　柱の適寸を加工協同組合・太物３.０mをトーセンが

落札した。　前橋ではトーンダウンした加工協同組合もさすがに自社工場の専用土場の様な

素生協の市場はしっかり押さえている。　３.０mの太物はトーセンが買っているが、加工協の専務は

㈱トーセンの役員も兼ねているから当然同一人物が入札していると思われる。

トーセンで買った　３.０m　材おそらく栃木県で、この太さを活用できるトーセンの工場のどれかに運ばれて、

利用されるのだろう。　落札価格も柱材と同じ位の価格で落札しているが、この太さを柱材に使ったら

歩留まりが悪すぎて、このような価格では買えないはずである。　或いは大断面集成材のラミナー用か？

　荷降ろし場には次回の分の国有林材も入荷しているが、こちらも　３．０m　一偏倒であった。この分だと

今後の国有林材を売りさばく苦労が予想される。　もっとも　この先もトーセンが専門に買ってくれれば

売りさばけるだろうが、トーセンの独壇場にしておくには、少しもったいない気もする。

　広葉樹はクリの　0213号　と　0230号　を除いて特に見るべき物は無かった。　0213号　にあっては片面に

一度上から下まで大きく皮が剝けた跡があり、その後傷が塞がって樹皮は再生しているが、この部分を

どう判断するかで、買い方の付けた値は倍ほども違う。樹皮が再生するまでに腐ってしまうリスクもあるが

このクリは腐らずに樹皮を再生できている。問題は樹皮が再生するまでの間は当然樹液が出る訳で

この間には様々な虫が、樹液を求めて集まってくる。　この時　カミキリムシ・クワガタムシが卵を産み付けて

いないか？という心配である。　当然”大丈夫”と判断した人が落札する。　今回も入った札は

半額と満額に分かれたのでは無いだろうか。中間はなかったろう。

　　一般の針葉樹は4.0ｍの太物が数本出ていた。数本とは言っても材積が張る木だからこれだけで

７㎥　はある。　そのうち４件は　13,000円/㎥位で売れたが、買い方は皆　1本の丸太を丁寧に活用する業者で

安心した。その他の中目材は、４.０m　が　295㎥　3.0ｍ　柱材は　155㎥　と今の荷動きでは良好な配分と言える。

　サワラの丸太が４件あった。太さからして立木で１～２本であったろう。　ついでに出てきた丸太の様だ。

落札価格を見ると、「とりあえず材積が有れば、木は何でも良い。」と言う用途である。　今はあまり

珍重されない木であるが、内装材にすると優れものである。　ヒノキ　よりも色合いが柔らかく優しい色相

である。　柔らかいので構造材には向かないが、カビに強い！　かつて　桶に使う用材は　サワラ　が

最高とされた。　ちなみに我が家の風呂場の脱衣所の天井は　サワラ　が張ってある。床はヒバを張った。

2007年に竣工した建物で、ユニットバスは不精が祟ってカビだらけだが、脱衣所は天井も床も

カビ一つ出ていない。　樹種の特性を生かして使えば、実に良い働きをしてくれるもんである。

ちなみに今回のサワラ丸太は土木用材になるようである。

　　前回の報告では、柱材専用工場の他の道として、大断面集成材に触れた。　現在群馬県の

公共工事として、県営プールが大断面の集成材で計画されており、既に着工しているが接着剤が不足

との事で、頓挫しているとの事だった。　県内の製材工場でも、柱専門工場以外は大断面のラミナーは

挽いているという。　新潟県でも福島県でも当然栃木県でも挽いているという。

東京ではそのラミナー材を使って　キーテック　が大断面集成材を作っている。

「太い丸太を使えないのか？」と聞けば「大断面用のラミナーも規格化され、太ければ良いとも言えない。

やはり何にでも適寸と言う物が有る。」との事だった。発注があった時のみ挽く物で、邪魔くさい仕事だそうだ。

群馬県のプールに使う材料は一度福島に送られ、そこで接着されて大断面の用材になって戻ってくる様だ。

せめて東京をも含む関東の公共事業で使われる大断面集成材の供給基地が群馬にできないもの

だろうか。これで群馬は海岸沿いの大工場への依存から解放され、重要な位置を占める事になる。

かつて江戸城へ大量の材木を送り出した倉渕は地の利も良い。　林業群馬の面目躍如である。

時期尚早ではあろうが、今後の群馬県林業が進む方向として掲げる価値は十分あると思う。


